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研究成果の概要（和文）：本研究課題は日本のアフリカ研究者による初めての高齢者研究であり、かつ、人類学
と公衆衛生学・保健学を組み合わせた方法論を採用したため、期間を通じてそのアプローチのあり方について模
索を続けた。成果として書籍（編著）を公刊したほか、日本アフリカ学会におけるフォーラムの開催、日本アフ
リカ学会の学術誌『アフリカ研究』に特集を組んだことがあげられる。検討を通じて、都市部貧困層高齢者の課
題、アフリカにおける高齢者イメージの解体、生業基盤によるケアのあり方の違いといった探求課題を整理でき
たことも成果である。

研究成果の概要（英文）：This research project focuses on elderly life and care by exploring research
 methodologies and issues by inter-disciplinary approach of anthropology and public health. We held 
a academic forum at the conference of Japan Association for African Studies, and published books and
 articles. Several unexpected research topics are raised through research and discussion; 1.Elderly 
life in poverty in urban settings, 2. requirement of critical examination of stereotypical 
imagination for elderly, 3.differences of care community among subsistence economies. 

研究分野： 社会人類学

キーワード： アフリカ　高齢者　民族誌　老年学　社会福祉
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
本研究の着想の背景として、(1)アフリカに
おける保健指標の改善と急激な高齢化への
懸念、(2)多元的医療状況における多様な高
齢者ケアの実態解明の必要性の 2 点を挙げ
ることができる。 
 
(1)アフリカにおける保健指標の改善と急
激な高齢化への懸念 
 ミレニアム開発目標（MDGs）への取り
組みにより、アフリカにおける保健指標は
著しく改善された。例えば過去 10 年間の乳
児死亡率（IMR）はエチオピアにおいて
98‰から 75‰へ、ケニアにおいては 67‰か
ら 44‰へと、ともに大きく低下している。
プライマリ･ケアの進展により今後アフリ
カにおいて感染症による死者はさらに減り、
非感染症（NCDs）による死者が増えるよう
になる。いわゆる疫学転換がもたらされる
のだ。 
 衛生状態の改善や感染症による死亡率の
低下が人口転換をもたらすことは広く知ら
れている。すなわち多産多死の状態から、
多産少死の時期を経て少産少死の均衡状態
に帰着する。しかしながら人口転換の過程
においては死亡率の低下が出生率低下に先
行するため、惰性的な人口増加が継続する
（人口モメンタム）。過去 20 年間でエチオ
ピア、ケニア、ウガンダのいずれにおいて
も人口は 1.7 倍増加した。これは日本にお
ける戦後 65 年間の人口増加率とほぼ同じ
である。 
 これにともない、老年従属人口指数は今
世紀後半に急激に上昇することが予想され
るが、なかでもエチオピアにおける指数は
2050 年において現在のスリランカに、2100
年において現在の日本に匹敵すると予測さ
れている。公的年金や介護システムが整わ
ないなかでの「早すぎる高齢化」は、それ
ぞれの国内における政治・経済的格差、と
りわけ医療や社会保障の格差を顕在化させ、
社会システムそのものの不安定化をまねく
恐れがある。経済のグローバル化はアフリ
カにおいても急激な経済発展と都市化の進
展をもたらしたが、人口の都市への流入に
より農村部における家族ネットワークが弱
体化し、高齢者を社会的に周縁化させてし
まうことが懸念されている。 
 
(2) 多元的医療状況における多様な高齢者
ケアの実態解明の必要性 
 Cohen ら（2006）はアフリカで進行する
社会の高齢化に対処するために次のような
調査を行う必要性を説く。すなわち①変化
する社会関係や家族関係における高齢者の
あり方に関する統計的な調査および経験的
データ収集の必要性、②アフリカにおける
高齢者像の多様性を認識することの必要性、
③現地における調査能力の向上と政策提言

へのサポートの必要性である。とりわけ文
化人類学的な観点から注目すべきは、個別
の地域社会における高齢者像の多様性と医
療多元性である。 
 アフリカにおける医療は、複数の医療知
識体系が併存･共存する多元的なものであ
り、住民の医療行動はクラインマン
（Kleinman 1980）のいう民間セクター、民
俗セクター、医療職業セクターの多様な組
み合わせとして把握される。一方、近年の
社会開発の浸透により近代医療セクターへ
の依存度合いが高まってきたことは事実で
あるが、提供されるサービスが限られてい
る現状では、高齢者ケアの充実は期待でき
ないのが現状である。研究代表者の増田は
2008 年以来、ケニア、エチオピア、ブルキ
ナファソ、バングラデシュ、フィリピンに
おいて、それぞれ感染症ケアをめぐる医療
多元性の実態を調査してきたが、現時点で
の取り組みは感染症対策や母子保健に限定
されており、広い意味での福祉（ウェルビ
ーイング）の実現にはさらなる課題設定が
求められている。 
 こうしたなか、プライマリヘルスケアの
取り組みとして広く導入されているのがコ
ミュニティーヘルスである。たとえばエチ
オピアは 2004 年から始まった基礎的な保
健・衛生に焦点を絞った保健普及プログラ
ムによって 3 万人のコミュニティー・ヘル
スワーカーを育成し、村落部における保
健・衛生の普及に取り組んできた。こうし
た取り組みは住民によるコミュニティー保
健への積極的な参与を促し、また住民の健
康状態を保健セクターが把握するためのサ
ーベイランス確立の素地を形成しつつある。
また同様の取り組みはケニアおよびウガン
ダでも活発である。こうしたシステムの構
築と改善のなかに、来たるべき高齢化社会
を見据えたケアの全体像を構想することは、
すでに高齢化社会をむかえ困難な課題に直
面している我が国の研究者の責務であろう。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題の目的は、これから急激な高齢
化を迎えると予想されるアフリカ社会に対
して意義ある社会システムを提案するため
に、(1)未だ明らかになっていない高齢者ケア
の実態の解明、(2)調査手法の確立、(3)スリラ
ンカおよび日本との比較を通じた政策提言
の検討を行うことである。 
 
３．研究の方法 
 本研究の調査対象地はエチオピア、ケニア、
ウガンダ、ザンビアの東アフリカ 4 ヶ国、調
査地点はそれぞれ環境や生業経済の異なる 7
箇所である。また比較のためにスリランカ南
部における調査も実施する。各々の担当者は
すでに当該地域周辺における豊富な滞在経
験を有しており、これまでの調査の蓄積の上
に本研究の調査を開始することができる。調



査活動は 3 つのフェーズからなる。フェーズ
Ⅰでは全員参加による合同調査をケニアで
行い、調査課題と手法を洗練させる。フェー
ズⅡでは 2 年間をかけて各調査地点で人類学
的なフィールドワークを実施し、また結果を
国内における研究会で検討する。フェーズⅢ
では国内研究会での議論を深化させ、成果公
開の準備を行う。 
 
４．研究成果 
 本研究課題は日本のアフリカ研究者によ
る初めての高齢者研究であり、かつ、人類学
と公衆衛生学・保健学を組み合わせた方法論
を採用したため、期間を通じてそのアプロー
チのあり方について模索を続けた。このよう
な事情と予算の制約により、当初の計画にあ
ったケニアでの HDSS を用いた合同調査、お
よび提言書の作成を実現することができな
かった。 
 他方で、いくつかの点において成果を生み
出すことができた。主な成果は以下の諸項目
である。 
 
(1) ケニア・クワレ県における国際ワークシ

ョップの開催（2014 年 3 月）：本研究プ
ロジェクトメンバーのほか、外部参加者、
現地の公的保健セクター関係者による30
名ほどのワークショップを開催し、ケニ
アにおける高齢者の健康や生活の状況、
日本の高齢者政策などについて意見を交
わした。 

(2) 国際老年学・老年医学会第 2 回アフリカ
地域会議に増田と宮地が出席した。サブ
サハラアフリカにおいて高齢者政策の策
定に携わる担当者たちの会合に参加する
ことで、本研究課題における政策面の最
前線に関する知見を得た。 

(3) 日本アフリカ学会第 52 回学術大会にお
けるフォーラム「アフリカの人口高齢
化：健康・生活・ケアの現在と未来」の
開催：学会参加者のなかから 60 名ほどの
聴衆を得ることができた。メンバーであ
る増田、波佐間、山本のほか、協力者と
して野口真理子（京都大）、林玲子（国立
社会保障・人口問題研究所）が研究発表
を行った。 

(4) 上記フォーラムにおける発表に基づき、
日本アフリカ学会の『アフリカ研究』90
号に、「アフリカの人口高齢化：健康・生
活・ケアの現在と未来」と題する特集を
掲載した。増田、波佐間、山本のほか、
協力者である野口真理子の論考「エチオ
ピア南西部有の農村における高齢者の生
活を支える社会関係」および林玲子の論
考「障害率からみたサブサハラアフリカ
の人口高齢化」が掲載された。 

(5) 研究分担者である田川が代表を務める基
盤研究 B「グローバル化するアフリカに
おける〈老いの力〉の生成と変容」（課題
番号：24401041）」との協働により、編著

『アフリカの老人：老いの制度と力をめ
ぐる民族誌』（九州大学出版会、2016 年）
を刊行した。 

 
 上記のような成果の作成と実施、および数
度にわたる国内での研究会の開催を通じて、
本研究において検討された論点は多岐にわ
たる。本研究課題はこれまで未着手であった
アフリカの未来の高齢化を扱っているため
に、必然的に論点の発見・抽出とその整理が
重要な作業となった。そのうちのいくつかは
すでに公刊された書籍・論文あるいは学会発
表において指摘されているが、いずれも今後
のさらなる調査と検討を要するものである。
以下に、今後の探求課題となる事項を 4 点挙
げる。 
 
(1) 都市貧困層の増加 
 この点については山本がザンビアで、増田
と野口がエチオピアでそれぞれ調査に着手
している。アフリカ諸国家では、とくに首都
において貧困増の人口が増加しており、一部
がスラムを形成している。こうした、都市部
への新規流入者のみならず、移住からすでに
数十年が経過した高齢者層のなかに貧困高
齢者や独居高齢者が多くいることが明らか
となってきた。 
 この知見は、①都市部貧困層全般の生活基
盤の改善、②ファミリーケアに期待できない
独居高齢者に対する公助と共助の基盤整備
の必要性、という２つの課題を提起する。 
 
(2) 農耕民と牧畜民のコミュニティーの輪郭 
 本研究課題に参画する人類学者の全員が
これまでの研究実績を農耕民や牧畜民とい
った生業社会において蓄積してきたことか
ら、地域社会における生業経済と居住形態が、
高齢者に対する生活ケアにおよぼす構造的
問題が重要な検討課題として浮上した。 
 従来の保健介入において一般に「コミュニ
ティー」としてくくられる地域社会は、農耕
民や都市住民を暗黙の前提としてきた。他方
で、定住性の弱い牧畜民社会における「コミ
ュニティー的なるもの」のイメージはとらえ
にくいものとされてきた傾向がある。 
 本課題における検討を通して見えてきた
のは、むしろ、牧畜社会におけるコミュニテ
ィーの輪郭の明瞭さと、農耕社会におけるコ
ミュニティー基盤の弱さ（単位世帯の独立性
の強さ）である。この「コミュニティーの輪
郭」という課題は、共助領域における高齢者
ケアの社会基盤のあり方に直結する論点を
提起するため、今後の重要な探求課題となり
得る。 
 
(3) 社会福祉政策と三助（公助・共助・自助） 
 本研究課題の重要な検討事項の一つが、東
アフリカ諸国における社会福祉、社会保障と
いった公助領域の制度整備の確認である。代
表者である増田はケニア保健省や関連諸機



関、エチオピアの NGO などにおけるインタ
ビュー調査を通じて、これらの政策課題の進
捗と取り組み状況を確認してきた。 
 いわゆる三助（公助・共助・自助）がオー
バーラップする領域において、保健や社会保
障が重要な役割を担う公助領域の制度整備
は不可欠であるが、アフリカにおいては南ア
フリカ共和国などわずかな例を除いて、高齢
者福祉政策の実施にはいたっていない。他方
で、複数の国家において持続性や実現可能性
を念頭においた制度設計に着手しているこ
とも事実であるが、年金や医療保障といった
点においては検討課題が山積している。また
政策策定のためのエビデンスとなるサーベ
イランスもほとんど実施されていない。 
 既述のような、都市貧困層高齢者の増加と
いった問題を考慮すると、現時点では「三助
の隙間」に陥ってしまった人々のケアは、民
間セクター（NGO）などに依存せざるを得な
いのが実情である。 
 
(4) 神話の解体 
 検討を進めるなかで、アフリカの高齢者に
関する複数の神話をどのように解体すべき
かということが重要な論点として浮上した。
具体的には、①アフリカでは家族が高齢者の
世話をするのが規範であるという「ファミリ
ーケア神話」、②高齢者は脆弱な存在である
とする「弱き高齢者神話」、③アフリカでは
高齢者には権威があり尊敬を集めていると
する「強き高齢者神話」の３つである。 
 前の 2 点は高齢者福祉や老年学において流
通しているものであり、3 点目は人類学的な
記述によって流布する高齢者像である。 
 我々の調査によって、ファミリーケアがア
フリカ地域社会において重要であることは
確認されているが、すでに都市部においてフ
ァミリーケアが機能しない場面が多く出現
していること、また、ファミリーケアを重要
視するあまり高齢者ケアが自助領域に閉じ
込められてしまう危険性が指摘されている。
「弱き高齢者」や「強き高齢者」のイメージ
についても同様であり、地域社会の脈絡に即
した高齢者の社会的布置を、民族誌的に精緻
に記述する必要性が確認された。 
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